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11
月
11
日
に
臨
時
会
を
開
催
し
、
当

局
か
ら
提
出
さ
れ
た
条
例
議
案
１
件

（
鶴
岡
市
保
育
所
設
置
及
び
管
理
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て
）
を
審
議
し
、

表
決
の
結
果
、
全
員
賛
成
で
可
決
し
ま

し
た
。

　

次
に
、
正
副
議
長
選
挙
を
は
じ
め
、

常
任
委
員
会
委
員
等
の
選
任
を
行
い
、

そ
れ
ぞ
れ
の
委
員
会
に
お
い
て
正
副
委

員
長
を
互
選
し
ま
し
た
。
最
後
に
、
庄

内
広
域
行
政
組
合
議
会
議
員
の
補
欠
選

挙
を
行
い
、
新
議
会
体
制
を
決
定
し
ま

し
た
。

※
委
員
会
等
の
構
成
は
３
頁
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

11
月
臨
時
会
の
概
要

11
月
臨
時
会
の
概
要

11
月
臨
時
会
の
概
要

　

正
副
議
長
は
、
議
員
全
員
の
投
票
に

よ
っ
て
決
定
し
ま
す
。

【
議
長
選
挙
結
果
】

　
　
本　
間　
新
兵
衛　
議
員　
29
票

　
　
本　
間　
信　
一　
議
員　
１
票

　【
副
議
長
選
挙
結
果
】

　
　
佐　
藤　
博　
幸　
議
員　
18
票

　
　
小　
野　
由　
夫　
議
員　
12
票

　11月臨時会において、議長に就任しました。
責任の重さを痛感しており、その任務を果たす努
力をしてまいります。
　厳しさを増す財政状況をはじめ、人口減少や高
齢化、地域の活性化等の諸課題に対し、市民の負
託に応えていかなければなりません。儒学者であ
る細井平洲は「土地に徳あり」と説いています。
地方創生の原点と肝に銘じたいと思います。
　歴代の議長を中心に合併後の新たな議会が進化
を遂げてきました。今後より一層、議会の権能を
十分発揮する環境づくりに努めていくとともに、
市民が議会に関心を持ってもらえるように努力を
重ねてまいります。皆様からは今後とも議会活動
に対し一層のご指導とご協力を賜りますようよろ
しくお願い申し上げます。

11月臨時会
新議会体制が決まりました

議　長

　本　間　新兵衛

　本市の人口は、2035年には10万人を下回ると
予測されています。市議会では、人口減少・地域
活性化対策特別委員会を設置し、昨年９月に市長
へ提出した報告書においては、生産年齢人口の流
出に歯止めを掛けるため、子育て支援の強化と若
者の働く場を増やすことなどを提言しました。
　高齢化率は、2045年には45.1％と予測されて
おり、これからの安心できる生活のためには、医
療と介護、市民が一体となって地域包括ケアを推
進する必要に迫られています。
　人口減少と高齢化、財政難などの厳しい現実を
直視し、鶴岡市がどのような方向へ進んでいこう
としているのか、議会の責務を自覚し、チェック
機能をしっかりと果たし、市民の負託に応えるた
めに微力ながら議長を精一杯支えてまいります。

副議長

　佐　藤　博　幸
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委員会等の構成 ◎委員長　○副委員長

総務常任委員会 市民文教常任委員会

厚生常任委員会 産業建設常任委員会

中沢　洋　　齋藤　久　　山田　守　　菅原一浩
加賀山茂　◎富樫正毅　○佐藤昌哉　本間新兵衛

野村廣登　　菅井　巌　　草島進一　　尾形昌彦
佐藤博幸　◎石井清則　○阿部　寛

田中　宏　　佐藤文一　　秋葉　雄　　小野寺佳克
坂本昌栄　◎加藤鑛一　○本間正芳

本間信一　　石塚　慶　　長谷川剛　　渋谷耕一
小野由夫　◎五十嵐一彦　○黒井浩之

議会運営委員会 ◎尾形　昌彦　○小野　由夫 菅井　　巌　　加藤　鑛一　　石井　清則　　富樫　正毅
五十嵐一彦　　菅原　一浩　　野村　廣登　　渋谷　耕一

高速交通等
対　　　策 ◎五十嵐一彦　○長谷川　剛 菅井　　巌　　加賀山　茂　　秋葉　　雄　　尾形　昌彦

本間　正芳　　阿部　　寛　　石塚　　慶　　齋藤　　久

議 会 改 革 ◎菅井　　巌　○尾形　昌彦 加藤　鑛一　　石井　清則　　加賀山　茂　　黒井　浩之
本間　正芳　　阿部　　寛　　本間　信一　　渋谷　耕一

人口減少・
地域活性化
対　　　策

◎富樫　正毅　○菅原　一浩 長谷川　剛　　坂本　昌栄　　田中　　宏　　小野　由夫
五十嵐一彦　　佐藤　昌哉　　石塚　　慶　　小野寺佳克

議員定数等
検　　　討 ◎渋谷　耕一　○富樫　正毅

山田　　守　　加藤　鑛一　　田中　　宏　　石井　清則
秋葉　　雄　　五十嵐一彦　　菅原　一浩　　佐藤　昌哉
小野寺佳克　　本間　信一

予　　　算 ◎菅原　一浩　○田中　　宏 議員全員で構成

広報広聴委員会 ◎石井　清則　○石塚　　慶 長谷川　剛　　山田　　守　　黒井　浩之　　佐藤　昌哉
本間　正芳　　佐藤　博幸

庄内広域行政
組合議会議員

　加藤　鑛一　　加賀山　茂　　黒井　浩之　　菅原　一浩　　佐藤　昌哉　　石塚　　慶　
　本間　信一

特

別

委

員

会
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議会の概要
14施設の指定管理者を可決
補正予算、条例議案など

30件を審議

　
開
会
初
日
は
、
市
当
局
が
予
算
議

案
４
件
、
条
例
議
案
５
件
、
事
件
議

案
14
件
の
計
23
件
の
議
案
を
提
出
し
、

各
会
派
を
代
表
し
て
４
人
の
議
員
が

総
括
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

（
総
括
質
問
の
内
容
は
８
〜
９
頁
）

　
上
程
さ
れ
た
議
案
は
、
予
算
議
案

は
予
算
特
別
委
員
会
に
、
条
例
及
び

事
件
議
案
は
所
管
の
常
任
委
員
会
に

付
託
し
ま
し
た
。

　
同
日
、
本
会
議
終
了
後
に
、
議
員

全
員
に
よ
る
予
算
特
別
委
員
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
付
託
さ
れ
た
予
算
議

案
４
件
に
つ
い
て
の
提
案
説
明
が
行

わ
れ
、
各
分
科
会
に
分
割
付
託
し
ま

し
た
。

　

５
日
、
６
日
、
９
日
の
３
日
間
、

市
当
局
に
対
し
て
一
般
質
問
を
行
い
、

24
人
の
議
員
が
市
政
全
般
に
つ
い
て

質
問
を
行
い
ま
し
た
。

（
一
般
質
問
の
内
容
は
10
〜
15
頁
）

　
10
日
に
総
務
、
11
日
に
市
民
文
教
、

12
日
に
厚
生
、
13
日
に
産
業
建
設
の

各
常
任
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
常
任
委
員
会
で
は
、
付
託
さ
れ
た

条
例
及
び
事
件
議
案
の
審
査
を
行
い
、

引
き
続
き
、
予
算
特
別
委
員
会
分
科

会
と
し
て
、
予
算
議
案
の
審
査
を
行

い
ま
し
た
。

（
委
員
会
審
査
の
内
容
は
７
頁
）

　

ま
た
、
総
務
常
任
委
員
会
で
は
、

付
託
さ
れ
て
い
た
請
願
の
審
査
を
行

い
ま
し
た
。

　
19
日
の
本
会
議
で
は
、
意
見
書
提

出
を
求
め
る
請
願
第
３
号
に
つ
い
て
、

総
務
常
任
委
員
長
が
請
願
審
査
の
報

告
を
行
い
、
討
論
の
後
、
表
決
の
結

果
、
賛
成
少
数
で
不
採
択
と
し
ま
し

た
。

（
討
論
の
内
容
は
６
頁
）

　
本
会
議
終
了
後
に
開
催
し
た
予
算

特
別
委
員
会
で
は
、
各
分
科
会
委
員

長
が
予
算
議
案
の
審
査
報
告
を
行
い
、

表
決
の
結
果
、
全
員
賛
成
で
可
決
し

ま
し
た
。

　
議
会
最
終
日
の
20
日
、
議
員
提
出

の
議
会
第
20
号
か
ら
議
会
第
24
号
ま

で
の
意
見
書
５
件
を
審
議
し
、
表
決

の
結
果
、
全
員
賛
成
で
可
決
し
ま
し

た
。
　
次
に
、
各
常
任
委
員
長
が
条
例
及

び
事
件
議
案
、
予
算
特
別
委
員
長
が

予
算
議
案
に
つ
い
て
の
審
査
報
告
を

行
い
、
議
第
１
３
８
号
か
ら
議
第
１

６
０
号
ま
で
の
う
ち
21
件
は
、
表
決

の
結
果
、
全
員
賛
成
で
可
決
、
議
第

１
５
４
号
及
び
議
第
１
５
５
号
は
、

討
論
の
後
、
表
決
の
結
果
、
賛
成
多

数
で
可
決
し
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
追
加
議
案
と
し
て
、
市

当
局
が
議
第
１
６
１
号
を
提
出
し
、

表
決
の
結
果
、
全
員
賛
成
で
可
決
し

ま
し
た
。

市
当
局
が
議
案
を
提
出

４
人
が
総
括
質
問

予
算
特
別
委
員
会
を
開
催

提
案
趣
旨
を
説
明

各
常
任
委
員
会
を
開
催

条
例
・
予
算
議
案
等
を
審
査

請
願
１
件
を
不
採
択

補
正
予
算
は
全
員
賛
成
で
可
決

意
見
書
５
件
を
可
決　
　

条
例
議
案
等
を
原
案
の
と
お
り
可
決

24
人
が
一
般
質
問

　
12
月
定
例
会
は
、
12
月
３
日
に
開
会
し
、

市
当
局
が
23
件
の
議
案
を
提
出
し
ま
し
た
。

請
願
１
件
に
つ
い
て
は
、
所
管
の
常
任
委
員

会
に
付
託
し
ま
し
た
。

　
上
程
さ
れ
た
議
案・請
願
は
、
総
括
質
問
、

委
員
会
審
査
な
ど
の
後
、
議
員
提
出
の
意
見

書
５
件
を
含
め
審
議
し
、
18
日
間
の
会
期
を

経
て
12
月
20
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

（
議
案
・
請
願
・
意
見
書
の
内
容
と
審
議
結

果
は
下
段
及
び
５
頁
）

12月  定例会日程
本会議（総括質問）
予算特別委員会
本会議（一般質問）
常任委員会
本会議
予算特別委員会
本会議

3日

5・6・9日
10～13日
19日

20日

令和元年度鶴岡市下水道事業会計補正予算（第２号）議第141号 予算特別

▼市当局から提案された議案と審議結果
議案番号 議案名 審議結果付託委員会

令和元年度鶴岡市一般会計補正予算（第５号）議第138号 予算特別

令和元年度鶴岡市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）議第139号 予算特別

令和元年度鶴岡市介護保険特別会計補正予算（第２号）議第140号 予算特別
可　決

（全員賛成）
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鶴岡市農業体験農園施設設置及び管理条例の一部改正について（６頁解説）議第154号 産業建設
鶴岡市農作業準備休憩施設設置及び管理条例の一部改正について（６頁解説）議第155号 産業建設

指定管理者の指定について（勝福寺交流センターほか４件）議第156号～議第160号 産業建設
鶴岡市一般職の職員の給与に関する条例等の一部改正について議第161号 省　　略

▼市当局から提案された議案と審議結果
議案番号 議案名 審議結果付託委員会

鶴岡市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の制定について議第142号 総　　務
会計年度任用職員制度の導入に伴い、市で任用する会計年度職員の給与等を
定めるもの

鶴岡市公共下水道条例の一部改正について議第153号 産業建設
指定下水道工事店の指定基準のうち、成年被後見人又は被保佐人に該当する
者を一律に指定しないこととしている条項を改正するもの

鶴岡市職員定数条例等の一部改正について議第143号 総　　務

指定管理者の指定について（鶴岡アートフォーラムほか１件）議第146号～議第147号 市民文教
指定管理者の指定について（鶴岡市休日夜間診療所ほか４件）議第148号～議第152号 厚　　生

指定管理者の指定について（出羽庄内国際村ほか１件）議第144号～議第145号 総　　務 可　決
（全員賛成）

可　決
（全員賛成）

可　決
（賛成多数）

▼議員提出議案と審議結果
議案番号 議案名 審議結果付託委員会

「あおり運転」に対する厳罰化とさらなる対策の強化を求める意見書の提出
について

議会第20号 省　　略

スマート農業の実現による競争力強化の加速を求める意見書の提出について議会第21号 省　　略
豚コレラの早期終息に向けた緊急かつ具体的な対策を求める意見書の提出
について

議会第22号 省　　略

気候危機に対する災害対策の強化に関する意見書の提出について議会第23号 省　　略
次期食料・農業・農村基本計画に関する意見書の提出について議会第24号 省　　略

可　決
（全員賛成）

議
会
の
開
催
状
況（
平
成
31
年･

令
和
元
年
）

　
昨
年
は
４
回
の
定
例
会
（
３
月
、
６
月
、
９
月
、
12
月
）

と
４
回
の
臨
時
会
（
４
月
、
６
月
、
７
月
、
11
月
）
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

◎議会の開催状況（単位：回・日）
招集回数
定例会 臨時会 定例会 臨時会 定例会 臨時会

4 4 84 4 25 4

会期日数 本会議日数

◎提出議案の状況（単位：件）
市 　 長 　 提 　 出

予算 決算 条例等 事件 人事 計

26 4 87 36 8 161 0 2 21 1 24 3

条例 決議 意見書 その他 計 受理

1

継続

4

計
請　　願議　員　提　出

◎審査の状況（単位：件）
市 　 長 　 提 　 出

可決 同意 承認 認定 可決
及び認定

修正
可決

146 8 2 2 2 1 23 1 0 2 2 0 0

可決 否決 推薦 採択 不採択 みなし
不採択

0

継続
審査

審議
未了

0

取下げ
請　　　　　　　　願議  員  提  出

◎各常任委員会 ５回

◎議会運営委員会 20回

◎議員全員協議会 ４回

沖縄県民投票の結果を尊重して辺野古新基地建設を見直し、普天間基地の
代替施設が必要であるならば、国民的議論と民主主義及び憲法に基づく国
会議論により公正に解決すべきと国に求める意見書の提出に関する請願

請願第3号
総　　務

▼請願と審議結果
請願番号 請願件名 審議結果付託委員会

不採択
（賛成少数）
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　朝日地域にある大平農業体験農園と大平農作業
準備休憩施設は、現在は行政財産であり、地元住
民組織の大平高原わらび園組合が指定管理者とし
て運営を行っています。令和２年度から普通財産
とし同組合へ無償貸付をすることから、条例の改
正案が提出されました。
　今後、わらび園の売上げだけで施設の維持管理
コストを賄うのは困難であるとして、反対の討論
がありましたが、賛成多数で可決しました。

大平農業体験農園
大平農作業準備休憩施設
地元運営組合へ貸付け

　ヤマガタデザイン社から運営面の協力・支援が
求められている「キッズドームソライ」と、校舎
の改築が検討されている「朝暘五小」について多
くの質問がありました。
（一般質問の内容は、ソライが10頁、 五小が11頁。）

一般質問
○キッズドームソライ
○朝暘五小の校舎改築

　令和元年６月に発生した山形県沖地震による被
害への対応としては、これまでも６月・７月臨時
会及び９月定例会において、被災者支援及び公共
施設等の復旧経費が補正予算に計上され、審議を
行ってきました。
　今定例会では、対応方法に検討を要していた温
海ふれあいセンター多目的ホールの天井改修工事
費396万円、あつみ温泉ばら園の復旧経費364万
円のほか、災害廃棄物運搬処理業務委託料の増額
として1,130万円が補正予算に計上され、 審議の
上、全員賛成で可決しました。
（災害廃棄物運搬処理業務に関しては、委員会審
査の内容を７頁に掲載しています。）

補正予算
山形県沖地震被害への対応

12 月定例会の

ポイント

日
本
共
産
党
鶴
岡
市
議
団

民
意
の
踏
み
付
け
は
許
さ
な
い

基
地
の
な
い
平
和
な
国
を

賛成

市
民
ク
ラ
ブ

辺
野
古
基
地
建
設
は
非
現
実
的

基
地
に
関
す
る
国
民
的
議
論
を

賛成

辺
野
古
移
設
が
唯
一
の
解
決
策

負
担
軽
減
は
進
ん
で
い
る

反対

無
所
属

新
政
ク
ラ
ブ

国
民
全
体
が
自
分
ご
と
と
し
て

受
け
止
め
、
安
全
保
障
の
議
論
を

賛成

　
辺
野
古
移
設
に
よ
り
、
沖
縄
の
基

地
負
担
軽
減
と
は
正
反
対
に
基
地
機

能
は
飛
躍
的
に
強
化
さ
れ
て
し
ま
う
。

選
挙
で
は
、
繰
り
返
し
建
設
反
対
の

圧
倒
的
審
判
が
下
さ
れ
て
お
り
、
こ

の
民
意
を
踏
み
付
け
る
こ
と
は
絶
対

に
許
さ
れ
な
い
。
戦
後
の
占
領
下
で

民
有
地
を
接
収
し
て
で
き
た
基
地
は

無
条
件
に
返
還
し
、
基
地
の
な
い
平

和
な
国
を
目
指
す
べ
き
で
あ
る
。

　
普
天
間
飛
行
場
の
危
険
性
除
去
の

た
め
、
移
設
先
は
様
々
な
代
替
案
が

提
示
さ
れ
た
が
、
県
外
移
設
は
不
可

能
と
の
結
論
に
達
し
辺
野
古
移
設
が

決
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
基
地
の
負

担
軽
減
と
し
て
、
11
件
の
土
地
返
還

に
合
意
し
て
お
り
、
今
後
も
返
還
が

予
定
さ
れ
て
い
る
。
合
意
に
基
づ
き

沖
縄
基
地
の
負
担
軽
減
は
進
ん
で
い

る
こ
と
か
ら
、
本
請
願
に
反
対
す
る
。

　
沖
縄
に
70
％
以
上
の
米
軍
基
地
が

あ
り
、
沖
縄
と
本
土
の
関
係
が
根
本

的
に
問
わ
れ
て
い
る
。
絶
滅
危
惧
種

ジ
ュ
ゴ
ン
の
生
態
系
な
ど
環
境
へ
の

影
響
も
大
き
く
、
ま
た
、
軟
弱
地
盤

の
改
良
が
不
可
欠
の
た
め
、
そ
も
そ

も
基
地
建
設
は
現
実
的
で
な
い
。
辺

野
古
移
設
が
唯
一
の
解
決
策
と
い
う

思
考
に
陥
る
こ
と
な
く
、
国
民
的
議

論
を
深
め
る
こ
と
が
急
務
で
あ
る
。

　
県
民
投
票
や
知
事
選
で
反
対
の
民

意
が
示
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
新
基
地
建
設
が
強
行
さ
れ
て
い

る
こ
と
は
、
民
主
主
義
や
地
方
自
治

等
の
理
念
に
反
し
、
ま
た
、
大
規
模

な
環
境
破
壊
と
い
う
観
点
か
ら
も
重

大
な
問
題
で
あ
る
。
沖
縄
に
基
地
を

偏
在
さ
せ
る
差
別
を
超
え
た
新
た
な

安
全
保
障
の
議
論
を
国
に
求
め
る
も

の
で
、
願
意
妥
当
と
考
え
る
。

沖
縄
県
民
投
票
の
結
果
を
尊
重
し
て
辺
野
古
新
基
地
建

設
を
見
直
し
、
普
天
間
基
地
の
代
替
施
設
が
必
要
で
あ

る
な
ら
ば
、
国
民
的
議
論
と
民
主
主
義
及
び
憲
法
に
基

づ
く
国
会
議
論
に
よ
り
公
正
に
解
決
す
べ
き
と
国
に
求

め
る
意
見
書
の
提
出
に
関
す
る
請
願

討論



予
算
特
別
委
員
会

産
業
建
設
分
科
会

藤
島
歴
史
公
園
の
藤
の
枯
損
被
害

へ
の
対
応
は
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委員会審査
提案された議案をそれぞれ所管の
委員会に付託して審査します。

産
業
建
設
常
任
委
員
会

本
市
の
生
活
保
護
世
帯
の
特
徴
は

予
算
特
別
委
員
会

市
民
文
教
分
科
会

予
算
特
別
委
員
会

厚
生
分
科
会

加
茂
水
族
館
の
民
間
譲
渡
は

屋
内
多
目
的
運
動
施
設
の
総
事
業
費
は

委
員　
災
害
廃
棄
物
運
搬
処
分
費
の
国

か
ら
の
支
援
は
。

廃
棄
物
対
策
課
主
幹　
国
の
災
害
廃
棄

物
処
理
事
業
の
対
象
は
、
生
活
環
境
の

保
全
上
支
障
が
あ
る
も
の
、
緊
急
に
処

理
し
な
け
れ
ば
著
し
く
支
障
が
あ
る
も

の
と
規
定
さ
れ
て
お
り
、
令
和
元
年
７

月
末
ま
で
に
集
積
さ
れ
た
災
害
ご
み
が

補
助
対
象
と
さ
れ
た
。
し
か
し
、
屋
根

瓦
の
復
旧
状
況
か
ら
８
月
以
降
も
仮
置

き
場
の
延
長
が
必
要
と
判
断
し
、
市
単

独
財
源
に
よ
る
被
災
者
支
援
を
行
っ
て

い
る
。

委
員　
処
分
費
用
の
総
額
は
。

廃
棄
物
対
策
課
主
幹　
国
の
補
助
対
象

と
な
る
７
月
末
ま
で
に
搬
入
さ
れ
た
分

は
３
、１
０
８
万
円
で
あ
り
、
８
月
以

降
に
搬
入
さ
れ
る
分
は
２
、１
８
２
万

円
を
見
込
ん
で
い
る
。

委
員　
大
山
工
業
団
地
内
に
建
設
予
定

の
屋
内
多
目
的
運
動
施
設
に
つ
い
て
、

総
事
業
費
、
財
源
内
訳
、
市
の
負
担
は
。

ス
ポ
ー
ツ
課
長　

総
事
業
費
は
21
億

５
、０
０
０
万
円
を
見
込
ん
で
お
り
、

合
併
特
例
債
、
過
疎
対
策
事
業
債
を
充

委
員　
会
計
年
度
任
用
職
員
へ
期
末
手

当
を
支
給
す
る
こ
と
に
よ
り
人
件
費
が

増
額
と
な
る
が
、
国
か
ら
の
財
源
措
置

の
見
込
み
は
。

職
員
課
長　
総
務
省
か
ら
は
「
会
計
年

度
任
用
職
員
制
度
に
係
る
必
要
な
措
置

は
、
法
改
正
の
趣
旨
が
実
現
で
き
る
よ

う
適
正
に
検
討
す
る
」
旨
の
説
明
が
あ

っ
た
が
、
現
段
階
で
詳
細
の
提
示
は
さ

れ
て
い
な
い
。
な
お
、
期
末
手
当
支
給

に
よ
る
人
件
費
の
増
加
額
は
、
約
２
億

２
、０
０
０
万
円
を
見
込
ん
で
い
る
。

当
し
、
で
き
る
だ
け
有
利
な
財
源
を
活

用
す
る
こ
と
で
、
市
の
負
担
が
少
な
く

な
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

　
委
員　
生
活
保
護
者
の
世
帯
数
と
全
体

の
傾
向
や
特
徴
は
。

福
祉
課
長　

生
活
保
護
世
帯
は
11
月

末
現
在
１
、１
３
０
世
帯
で
あ
り
、
昨

年
度
比
で
49
世
帯
、
69
人
増
加
し
て
い

る
。
ま
た
、
医
療
扶
助
費
が
全
体
の
５

割
以
上
を
占
め
て
お
り
、
医
療
費
の
増

減
が
生
活
保
護
費
全
体
に
大
き
く
影
響

を
及
ぼ
し
て
い
る
。
本
市
は
、
県
内
13

市
の
中
で
人
口
に
占
め
る
生
活
保
護
者

の
割
合
が
最
も
高
く
、
単
身
世
帯
の
高

齢
者
、
障
害
者
が
非
常
に
多
い
こ
と
が

特
徴
で
あ
る
。

委
員　
来
館
者
も
多
く
利
益
も
出
て
い

る
た
め
、
民
間
へ
譲
渡
し
、
官
民
連
携

に
よ
る
運
営
も
検
討
す
べ
き
で
な
い
か
。

観
光
物
産
課
長　
今
後
も
引
き
続
き
、

現
在
の
安
定
的
な
運
営
体
制
の
下
、
事

業
の
推
進
を
図
っ
て
い
き
た
い
。
な
お
、

民
間
の
経
営
視
点
で
様
々
な
ソ
フ
ト
事

業
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
は
大
変
重

要
と
認
識
し
て
お
り
、
観
光
関
係
者
等

か
ら
意
見
を
聴
き
な
が
ら
着
実
に
推
進

し
て
い
き
た
い
。

委
員　
枯
損
藤
植
替
え
作
業
の
概
要
は
。

藤
島
庁
舎
産
業
建
設
課
長　
大
藤
棚
の

枯
損
し
た
藤
４
本
を
植
え
替
え
る
が
、

地
域
の
要
望
を
受
け
、
公
園
の
シ
ン
ボ

ル
で
あ
る
房
の
長
い
野
田
長
藤
を
１
本

か
ら
２
本
に
増
や
す
一
方
、
房
の
長
さ

が
通
常
の
藤
を
３
本
か
ら
１
本
に
減
ら

し
、
計
３
本
を
植
栽
す
る
。
専
門
家
の

指
導
に
よ
る
土
壌
改
良
を
施
し
て
復
旧

し
て
い
く
。

枯損被害に遭った
藤島歴史公園（Hisu花）の大藤棚

枯損被害に遭った
藤島歴史公園（Hisu花）の大藤棚

会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
に
係
る

国
か
ら
の
財
源
措
置
は

山
形
県
沖
地
震
に
よ
る
災
害
廃
棄

物
運
搬
処
分
費
は

総
務
常
任
委
員
会

会計年度任用職員制度
　地方公務員の臨時・非常勤職員につい
て、これまで自治体ごとに異なっていた
任用・勤務条件を統一することを目的に
創設された制度です。
　現在の臨時職員等は、令和２年度から
会計年度任用職員に移行し、新たに期末
手当が支給されます。

（審査の主なものを掲載します。）
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YouTube
「鶴岡市議会チャンネル」
本会議のライブ・録画配信を
行っています。

YouTube　鶴岡市議会

総括質問
市長提出議案に対して、
会派を代表して質問します。

各議員１項目について概要をお知らせします。

屋根瓦工事　復旧支援を最後まで
日本共産党鶴岡市議団 菅井　巌 議員

議
員
　
山
形
県
沖
地
震
に
よ

る
屋
根
瓦
被
害
は
11
月
15
日

現
在
、
６
１
３
棟
中
約
25
％

の
１
５
２
棟
で
復
旧
の
見
通

し
が
明
確
に
な
っ
て
い
な
い
。
市
の

修
理
費
補
助
は
２
月
末
ま
で
の
工
事

完
了
が
条
件
だ
が
、
最
後
ま
で
住
民

に
寄
り
添
っ
た
支
援
が
求
め
ら
れ
る
。

工
事
業
者
の
手
配
や
資
金
繰
り
が
厳

し
い
方
へ
の
追
加
支
援
の
検
討
も
含

め
、
見
解
は
。

市
長
　
２
月
末
ま
で
の
工
事
完
了
が

条
件
と
な
っ
て
い
る
瓦
屋
根
修
繕
緊

急
支
援
事
業
、
被
災
住
宅
耐
震
性
向

上
改
修
支
援
事
業
は
、
現
在
、
延
長

の
調
整
を
図
っ
て
い
る
国
と
県
の
承

認
が
得
ら
れ
次
第
、
支
援
延
長
を
お

知
ら
せ
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
工
事
業
者
の
手
配
が
つ
か
な
い
方

に
は
、
引
き
続
き
県
瓦
工
事
組
合
と

の
連
携
を
図
り
支
援
し
た
い
。
収
入

が
少
な
い
な
ど
の
理
由
で
融
資
が
受

け
ら
れ
な
い
方
に
は
社
会
福
祉
協
議

会
が
行
う
住
宅
改
修
費
福
祉
貸
付
制

度
を
案
内
し
て
い
る
。
今
後
も
関
係

機
関
等
と
連
携
し
な
が
ら
対
応
す
る
。

ほかの質問

質問の全部は、議会ホームページ等で
公開している録画中継や会議録をご覧
ください。
原稿は質問した議員本人の責任におい
て執筆しています。
※会議録の公開には一定の期間を要します。

観光客数の動向と今後の見通しは
新政クラブ 菅原　一浩 議員

議
員
　
新
潟
県
・
庄
内
エ
リ

ア
Ｄ
Ｃ
（
※
）
期
間
中
の
観

光
客
数
の
動
向
と
今
後
の
見

通
し
は
。

市
長
　
各
観
光
協
会
や
交
通
機
関
等

か
ら
の
聞
き
取
り
に
よ
る
と
、
10
月

は
台
風
の
影
響
で
３
連
休
の
宿
泊
予

約
が
半
減
し
た
施
設
も
あ
る
な
ど
、

市
内
の
主
な
観
光
地
で
前
年
度
に
比

べ
減
少
し
て
い
る
施
設
が
多
か
っ
た

が
、
11
月
以
降
は
Ｄ
Ｃ
で
の
情
報
発

信
の
取
組
も
あ
り
回
復
傾
向
と
聞
い

て
い
る
。
観
光
案
内
所
の
来
所
者
数

は
、
前
年
に
比
べ
10
月
は
30
％
増
、

11
月
は
53
％
増
で
あ
る
。

　
ま
た
、「
詣
で
る
、つ
か
る
、い
た

だ
き
ま
す
」
を
テ
ー
マ
に
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
旅
行
会
社
を
活
用
し
た
Ｐ
Ｒ

を
行
っ
て
お
り
、
特
に
複
数
の
女
性

で
の
利
用
が
増
加
し
て
い
る
。
今
後

も
Ｄ
Ｅ
Ｇ
Ａ
Ｍ
や
観
光
協
会
等
と
連

携
し
入
込
客
数
の
回
復
、
拡
大
に
努

め
る
と
と
も
に
、
Ｄ
Ｃ
終
了
後
も
見

据
え
た
首
都
圏
か
ら
の
バ
ス
ツ
ア
ー

の
誘
致
な
ど
、
更
な
る
誘
客
拡
大
に

取
り
組
む
。

ほかの質問

※ＤＣ…デスティネーションキャンペーンの略。自治体と地域の観光事業者が
　　　　ＪＲグループと連携して実施する大型観光キャンペーン。

デ
　
ガ
　
ム

オ
リ
・
パ
ラ
、
消
費
税
、

介
護
保
険
、
会
計
年
度
任

用
職
員

消
費
税
増
税
、
会
計
年
度

任
用
職
員
、
大
平
高
原
わ

ら
び
園
　
な
ど
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都市交流と加茂水族館の増改築で観光振興を

全国から来鶴

鶴岡市議会公明党 秋葉　雄 議員

議
員
　
多
く
の
都
市
と
の
盟

約
を
望
む
声
が
寄
せ
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
観
光
、
交

流
人
口
の
拡
大
に
直
接
結
び

付
く
可
能
性
も
あ
り
、
検
討
は
大
変

有
効
な
の
で
は
な
い
か
。
今
後
の
都

市
盟
約
に
対
す
る
考
え
方
は
。

市
長
　
こ
れ
ま
で
の
都
市
盟
約
の
考

え
方
と
同
様
に
、
市
民
・
民
間
レ
ベ

ル
で
の
交
流
活
動
の
積
み
重
ね
に
よ

る
関
心
の
高
ま
り
や
気
運
の
醸
成
、

先
方
の
意
向
な
ど
も
踏
ま
え
な
が
ら

個
別
具
体
的
に
検
討
し
て
い
く
。

議
員
　
現
在
の
本
市
観
光
振
興
の
目

玉
と
も
言
う
べ
き
加
茂
水
族
館
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
計
画
に
つ
い
て
原
案
の

み
示
さ
れ
て
い
る
が
、
具
体
策
は
。

市
長
　
ク
ラ
ゲ
展
示
に
力
を
入
れ
る

水
族
館
が
増
え
て
い
る
中
で
、
更
に

多
く
の
種
類
の
展
示
を
行
い
他
施
設

と
の
差
別
化
を
図
り
、
体
験
学
習
機

能
の
強
化
、
混
雑
緩
和
で
の
満
足
度

向
上
な
ど
を
柱
に
取
り
組
み
、
入
館

者
数
の
一
層
の
拡
大
を
目
指
し
た
い
。

令
和
２
年
度
に
設
計
に
着
手
し
、
６

年
度
の
完
成
を
目
標
に
し
た
い
。

ほかの質問

大型事業実施による既存施設への影響は
市民クラブ 小野　由夫 議員

議
員
　
新
規
事
業
の
屋
内
多

目
的
運
動
施
設
整
備
事
業
６

億
２
、９
４
０
万
円
が
補
正

予
算
に
計
上
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
事
業
を
推
し
進
め
る
こ
と
で
、

地
域
の
必
要
不
可
欠
な
教
育
施
設
管

理
事
業
に
悪
影
響
は
生
じ
な
い
の
か
。

市
長
　
競
技
団
体
か
ら
な
る
整
備
検

討
委
員
会
や
地
域
の
要
望
、
意
見
を

聴
き
な
が
ら
、
設
計
を
進
め
て
い
る
。

総
事
業
費
は
21
億
５
、０
０
０
万
円

を
見
込
ん
で
お
り
、
前
払
金
と
し
て

建
設
工
事
費
の
４
割
相
当
を
補
正
予

算
に
計
上
し
て
い
る
。
財
源
は
、
合

併
特
例
債
10
億
２
、０
０
０
万
円
、

過
疎
対
策
事
業
債
10
億
６
、０
０
０

万
円
の
ほ
か
一
般
財
源
７
、０
０
０

万
円
と
有
利
な
起
債
の
活
用
に
努
め
、

支
出
を
５
年
間
に
わ
た
り
平
準
化
す

る
こ
と
で
他
の
施
設
修
繕
に
要
す
る

財
源
へ
影
響
し
な
い
よ
う
対
応
を
図

っ
て
い
る
。
各
地
域
の
教
育
施
設
は
、

長
寿
命
化
対
策
も
講
じ
な
が
ら
、
適

切
な
維
持
管
理
、
予
算
執
行
に
努
め

て
い
く
。

ほかの質問

平成 31年・令和元年 行政視察受入状況

　鶴岡市議会では、議員行政視察の受入れを
行っています。昨年の１年間で 24 件 188 人
が来鶴しました。本市の施策が注目されること
で、交流人口の増加につながっています。

・空き家対策、ランドバンク事業…６件
・食文化創造都市推進事業…３件
・鶴岡市先端研究産業支援センター関連…２件
・市民まちづくり活動促進事業…２件

★主な視察項目

袋井市（静岡県）　新発田市（新潟県）　山口市
岡崎市（愛知県）　本庄市（埼玉県）　下関市（山口県）
洲本市（兵庫県）　廿日市市（広島県）　周南市（山口県）
鶴ヶ島市（埼玉県）　魚沼市（新潟県）　米沢市（山形県）
江戸川区（東京都）　牧之原市（静岡県）　大分市
宇治市（京都府）　入間市（埼玉県）　香川県
千曲市（長野県）　三次市（広島県）　久留米市（福岡県）
石垣市（沖縄県）　延岡市（宮崎県）　岐阜県　

★来鶴議会一覧

～来鶴いただきありがとうございました～

山
形
県
沖
地
震
の
被
災
者

対
応
、
指
定
管
理
者
の

現
状

経
済
情
勢
（
実
態
把
握
、

商
工
課
長
の
不
在
）
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市長提出議案に対して、
会派を代表して質問します。
各議員１項目について
概要をお知らせします。

※児童センター…児童館の機能に加え、体力増進を図ることを目的とした
　　　　　　　　指導機能を有する施設。

YouTube
「鶴岡市議会チャンネル」
本会議のライブ・録画配信を行っています。

キッズドームソライへの
支援の考えは

坂　本　昌　栄 議員

議員　キッズドームソライが児童センター（※）
として認可を受けた場合、市はどの程度関与で
きるのか。また、認可を受けることが市の支援
の最低条件と捉えていいのか。
健康福祉部長　県の指導監査に立ち会い必要な
助言を行っていく。また、児童福祉関係行政機
関や児童委員等からなる運営委員会が設置され
ることから、適正な運営が図られるよう市もそ
の一員となることを求めたい。公費を投入する
以上、行政が関与できるよう児童福祉施設とし
て法的に位置づけ、児童の健全育成に寄与して
いく役割を果たしていただきたいと考えている。

ほかの質問 

学校図書館司書、自衛隊への情報提供

キッズドームソライ
3,500万円補助の妥当性

渋　谷　耕　一 議員

議員　民活による設備投資で持続可能な運営を
行うとしてオープンしたが、１年目にして経営
悪化に陥っている。市が3,500万円を補助する
ことに妥当性はあるのか。また、コンセプトに
ついてヤマガタデザイン社と協議しているのか。
健康福祉部長　ヤマガタデザイン社は経営見通し
の甘さを認めており、市としても官民連携の在り
方について意思疎通が不十分であったことは否
定できず、意思決定過程に問題があったと考え
ている。ソライは子供の天性を重視し個性を伸ば
す施設として好評であることも踏まえ、市のコン
セプトは満たしており、必要な施設と考えている。

ほかの質問  

皆川市政の評価と効果

曖昧な事業計画
不完全・不適切な官民連携

石　井　清　則 議員

議員　運営支援の口約束や認識の違いなど、曖
昧な計画で進められたキッズドームソライと
FOODEVERは、短期で経営難になっている。市
は追加支援を検討しているが、他の市民サービ
ス削減につながり、経営失敗の責任を市民が負
うことになる。曖昧な計画で事業を進めた責任は。
総務部長　官民連携では、双方の役割分担や費
用負担など共通認識が必要だが、その調整や進
め方に不完全・不適切な部分があった。両施設
の設置計画を進めた当時の判断については、で
きる限り経緯を明らかにしつつ、その責任につ
いてしかるべき対応を検討していく。

ほかの質問  

キッズドームソライ・FOODEVERの経営、
官民連携事業への予算増額

一般質問
市政全般について考え方や方針などを

市当局に質問します。
各議員１項目について概要をお知らせします。

質問の全部は議会ホームページ等で公開して
いる議会中継や会議録をご覧ください。
原稿は質問した議員本人の責任において執筆
しています。

※会議録の公開には一定の期間を要します。
※総括質問を行った議員を除く21人の質問を掲載します。

フーデェヴァー

YouTube　鶴岡市議会
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※さんさんプラン…１学級の児童数を、国の標準40人（小学１年生は35人）に対し、33人
　　　　　　　　　とする県の少人数学級編成事業。ただし、１・２年生は18人、３年生
　　　　　　　　　以上は21人を下限としている。

藤島小の40人学級は
解消すべき

加　藤　鑛　一 議員

議員　藤島小の２年生は現在、県の「さんさん
プラン」（※）で２学級だが、あと１人増えなけ
れば３年生になる来年度は40人１学級になる。
40人学級は解消すべきと考えるが、見解は。
教育長　平成24年の義務教育標準法の一部改
正で、小学１年生の標準が35人に引き下げられ、
市町村が地域や学校の実情に応じ柔軟に学級を
編成できる仕組みが構築された。しかし、教職
員の人件費を負担し、その定数を決定する権限
は県教育委員会にあり、市独自に学級増とする
ことは制度上認められないため、多人数学級に
県から配置される非常勤講師により対応したい。

ほかの質問  

なし

朝暘五小改築
地域の命を守る防災機能は

中　沢　　　洋 議員

議員　朝暘五小の校舎は市内小中学校の中で最
も古く、地域住民の安全確保の視点からも防災
拠点としての整備は喫緊の課題であり、高床式
の校舎を新設すべきである。現在４か所に分散
している学童保育所の課題も含め今後の取組は。
教育長　洪水にも耐え得る堅ろうな建物を建設
し、高層化により緊急時の退避場所の確保も
図っていきたい。学童保育所の整備も含め、地
域の期成同盟会を介して協議を重ね、住民に喜
んでもらえるような校舎改築に取り組んでいく。
市長　地域の９団体の総意を重く受け止め、教
育委員会と連携してしっかり取り組んでいく。

ほかの質問  

なし

学校適正配置検討委員会の
進捗状況は

本　間　正　芳 議員

議員　中学校通学区の見直しの聞き取り状況は。
教育部長　区割りの再検討や、境界地域では実
情に応じた柔軟な対応を求める声があった。
議員　ＰＴＡ会長や校長だけでなく、地域へ出
向いての聞き取りが必要ではないか。
教育部長　全市的な課題の把握から始めたもの
で、今後、該当地域から丁寧に聞き取りしたい。
議員　６月議会の答弁で学校改築の順番はない
と答弁していたが、その後６月中に朝暘五小の
改築が発表されている。矛盾はないか。
教育部長　全ての学校を対象にしての順番はつ
けてないという意味で答弁したものである。

ほかの質問  

働き方改革、山形県スポーツ研修所構想、カラ
ス公害

朝暘五小改築に関する
意見交換は

阿　部　　　寛 議員

議員　11月に開催された意見交換会では、「な
ぜもっと広く人を集められなかったのか」と落
胆する声があった。開催の経過や周知方法、出
席状況とその内訳は。
教育部長　学区の町内会長やＰＴＡ会長、学校
関係者等で構成される朝暘第五小学校教育振興
会の主催で開催された。振興会では、関係者に
文書で案内したほか、学区内の住民には全戸配
布の第五学区コミュニティだよりで周知してい
る。説明員として出席した市側を除き約40名が
出席し、町内会長等の団体関係者が多かった。
今後も期成同盟会を通し意見交換を続ける。

ほかの質問  

農業振興
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※１ インクルーシブ教育…障害のある者と障害のない者が共に学ぶ仕組み。
※２ フレイル…高齢者の健康状態と要介護状態の間の虚弱状態のこと。

市民の健康づくりに
全市を挙げた取組を

黒　井　浩　之 議員

議員　「新いきいき健康つるおか２１保健行動
計画」の目標達成には、官民を挙げた全市的な
取組が必要と考えるが、今後の取組方針は。また、
健康づくりを全市的なプロジェクトにした事例
があるが、本市でも幅広く各課の事業を健康づ
くりに関連付けて取り組んではどうか。
健康福祉部長　市民の主体的な取組を健康づく
り関係者などが連携・協働しながら社会全体で
支援していく。全庁的なプロジェクトとしては、
健康づくりと中心市街地の活性化を目的として、
まちなか健康ウォーキングなどを実施している
が、今後は取り組むテーマの拡大を検討したい。

ほかの質問  

予防接種の取組強化

ユニバーサル社会の
実現を目指して

田　中　　　宏 議員

議員　障害者差別解消推進に関する条例策定は。
健康福祉部長　令和元年８月に条例策定検討委
員会を立ち上げ、パブリックコメントを経て、
２年４月施行を目指している。
議員　インクルーシブ教育（※１）の取組は。
また、鶴岡養護学校、各種の特別支援学級、通
常学級の間の柔軟な在籍変更はあるか。
教育長　平成26・27年度に実施したインクルー
シブ教育システム構築モデル事業の成果を全市
に広め、合理的配慮を充実させるため取り組ん
できた。昨年度の在籍変更は22名で、変化す
る実態に応じて柔軟に学びの場を変更している。

ほかの質問  

防災・減災、フレイル（※２）予防

学校トイレの洋式化率は

長 谷 川　　剛 議員

議員　小中学校のトイレは和式も残されている
が、一般住宅が洋式化する中で和式の使い方が
分からない児童もおり、「学校では我慢してい
た」という声も寄せられている。学校は避難所
としても活用されるため、洋式化、多目的化へ
の整備が必要と思うが、現状と今後の整備計画は。
教育部長　計画的に改修工事を進めており、洋
式化率は現在、54.9％となっている。今後は、
児童・生徒数に対する洋式トイレの数を一定数
以上確保することや男子の洋式トイレ１基の解
消など、実態に即した効果的な対応を図る視点
も持ちながら、段階的に取り組んでいく。

ほかの質問  

災害に強いまちづくり

低学年のみの児童通学
安全対策を

山　田　　　守 議員

議員　櫛引地域田代地区では、小学校高学年で
通学する児童がいなくなり、保護者や地域住民
からは、低学年児童の安全安心な通学が保障さ
れていないとの声が上がっている。人口減少や
高齢化が進む中で子育て・生活環境を保障して
いくという観点から、今後の対応は。
教育部長　少子化に伴い、集団登校の維持が困
難、または、低学年のみの通学となる地域があり、
スクールバス運行を求める声が増えている。今
後、車両台数、運転手の確保が可能か、他地域
との均衡を崩さない合理性があるかなど総合的
に勘案しつつ、調査・研究していきたい。

ほかの質問  

国民健康保険制度
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森林環境譲与税の
使途方針と林業振興対策は

五十嵐　一　彦 議員

議員　森林環境譲与税を活用した路網整備の可
能性は。また、各事業体管理の林業専用道を市
管理の林道へ格上げできないか。
農林水産部長　既存の補助金交付による整備と
は手法を変えて、路網整備に必要な機械を市が
取得し事業体にレンタルする形での活用は可能
性があるので、今後、活用方法を研究していく。
市管理の林道への格上げは、個別路線の利用実
態や使用目的、公共性、費用対効果等を踏まえ
て検討する必要がある。あわせて、各事業体の
林業専用道の管理経費への譲与税活用の可能性
についても研究していきたい。

ほかの質問  

地震で被害に遭った空き家への支援

森林資源のエネルギー利用
による経済循環を

石　塚　　　慶 議員

議員　公共施設における導入状況と課題は。
農林水産部長　住民の要望やコスト、構造上の
観点から総合的に判断し、羽黒庁舎など４施設
で木質ペレットボイラーを導入している。薪や
チップは扱いにくさが課題だが、地域内での材
確保などメリットもある。利用者の要望や防火
等も考慮しながら導入を進めたい。
議員　森林資源活用を目指す様々な団体を結び
付け事業化を検討する環境省「地域循環共生圏
プラットフォーム事業」に取り組んではどうか。
市民部長　活用を検討しながら官民協働による
地域循環共生圏の創造を目指していきたい。

ほかの質問  

地域おこし協力隊

加茂水族館の増改築と
今後の展開は

尾　形　昌　彦 議員

議員　加茂水族館リニューアル10周年に向けた
スケジュールと整備事業の概算金額、増改築費
用の財源捻出についての考えは。
商工観光部長　令和11年までの10か年を計画
期間とする振興基本計画の策定を進めている。
ハード面については２年度から３年度にかけて
基本設計及び実施設計の着手、３年度以降に建
設工事の着工、６年度の完成を目標にしている。
事業費は今後の設計で積算を行うが、大枠で
15億円程度を見込んでおり、財源は加茂水族館
整備振興基金のほか、全国から協力を得て取り
組むために様々な資金調達方法を検討していく。

ほかの質問  

児童・生徒のネット・ゲーム依存防止

「ひきこもり」の
実態把握と支援強化を

富　樫　正　毅 議員

議員　本市でひきこもり状態にある人は推計で
1,000人以上いる。社会的に孤立した親子をい
かに救うかは大きな課題である。長期的視野に
立ったプログラムやメニューが必要ではないか。
健康福祉部長　現在、ひきこもりに特化したプ
ログラムはないが、今後、個別の事情に合わせ
て家族が安心できるシステム構築を進めていく
必要があり、有効なプログラムやメニューの作
成を検討していきたい。また、家庭内で抱え込み、
相談機関につながってない場合も多い。民生委
員児童委員や自治組織など地域との連携も含め、
更に強化を進める必要がある。

ほかの質問  

学校と地域社会の協働

まき
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地球温暖化問題の対策は

草　島　進　一 議員

議員　来年から動き出すパリ協定に向け国連気
候行動サミットが開催された。本市の現状認識
と関係する計画等の見直しは。
市民部長　温室効果ガス排出抑制だけでなく、
自然災害への備えや熱中症等の防止に関する注
意喚起にも取り組んでおり、今後も着実に推進
していく必要があると認識している。環境基本
計画は、令和３年度の期間終了に向け進捗調査
等を踏まえ内容を見直し、第２次計画を策定し
ていく。そのほか、５年度からの第２次地域エ
ネルギービジョンの策定、第３次地球温暖化対
策実行計画の中間見直しなどを行っていく。

ほかの質問 

有機農業政策

５ｍの浸水が想定される
赤川の水害対策は

小野寺　佳　克 議員

議員　赤川が氾濫した場合、迅速な避難ができ
るか不安を禁じ得ない。堤防決壊の想定箇所、
浸水被害想定、氾濫流の到達時間と避難対策は。
市民部長　堤防越水の危険性が高い所が８か所、
過去に決壊した所が３か所ある。上流部で決壊
すると本市の赤川流域のほとんどが浸水すると
想定される。氾濫流は最短で約10分で到達する。
各町内会の自主防災訓練や研修会、見直し中の
洪水ハザードマップの説明会等において、浸水
深や避難所の位置、経路の安全性の確認をお願
いしたほか、住民自らの避難行動や家族全員の
安全な避難方法等を確認するよう周知している。

ほかの質問 

荘内病院の水害対策

市長等の政治的行為を
制限する条例制定は

佐　藤　昌　哉 議員

議員　地方公務員法第36条の政治的行為の制
限に基づき、大阪市、新居浜市などでは、職員
の政治的中立性を確保するため、条例やガイド
ラインを制定し、市長等の行う政策的な広報活
動や市長等の評価となる可能性のある一面的に
偏った内容は、十分な配慮が必要であるとして
いる。本市も条例を制定する考えはあるか。
総務部長　地方公務員法第36条に基づき、ご
く限られた自治体においては職員の政治的行為
の制限に関する条例を定めているところもある
が、国の通知においても否定的な解釈、見解で
あり、現段階で市独自の条例制定は考えていない。

ほかの質問 

第２次総合計画、朝暘五小校舎の改築

車の安全装置装着への
支援は

本　間　信　一 議員

議員　東京都池袋でブレーキとアクセルの踏み
間違いにより高齢者の運転する車が母子２人を
はね死亡させる事故が発生した。このほかにも、
コンビニやスーパーの店舗に突っ込むなど、踏
み間違いによる事故が後を絶たない。全国では、
後付けの踏み間違い防止装置装着への補助を行
う自治体もあるが、市の見解は。
市民部長　現在、後付けの踏み間違い防止装置
への補助は検討していないが、今後の安全装置
搭載車の普及状況や後付け装置の開発・普及状
況、国や県、他自治体の動向を注視し、財政状
況も踏まえ検討すべきと考えている。

ほかの質問 

高齢者世帯等の雪下ろし
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サイエンスパークの
汚水処理は

加 賀 山　　茂 議員

議員　サイエンスパークではどのような研究が
されているか。
企画部長　細胞・微生物や食品等の成分を解析
し医療や食品開発等に役立てる研究や、人工合
成クモ糸の開発など様々な研究が行われている。
議員　研究に使用される薬品は、人体や自然環
境に影響がある物質は使われていないか。また、
どのように処理されているか。
企画部長　劇物に該当する薬品もあるが、各団
体において法令に基づき厳重に保管され、廃液
は一部希釈放流が認められているものを除き、
専門業者が回収し、適正に処理している。

ほかの質問 

なし

バイオ研究に
安全管理は必要不可欠

渡　辺　洋　井 議員

議員　バイオ研究は地球上に存在しない生物を
つくる可能性があるため、サイエンスパークの
安全管理は必要不可欠である。先進地では条例
を制定し、年次報告書の提出、市民への情報発信、
記録保存を義務付けるなど、安全管理を徹底し
ている。安全管理体制確立に対する見解は。
企画部長　遺伝子組換え等の環境保全に関する
法律等の定めがある中、条例等で上乗せする必
要性は低いとの有識者の意見もある。一方、安
全管理に関して市が取組を発信することや企業
が主体的に公表することも大事との助言もあり、
まずはこうした機運醸成を図っていきたい。

ほかの質問 

子どもの遊び場の遊具整備

※渡辺洋井議員の原稿は広報広聴委員会で作成しました。

議員定数に関する
参考人意見聴取会を

開催します
　議員定数等検討特別委員会では、本市にふさわ
しい議員定数について、市民の皆さんの意見を聴
くため、議員定数に関する「参考人意見聴取会」
を開催します。

【日　時】令和２年２月19日（水）午後７時
【会　場】市役所本所３階　委員会室
【参考人】市内自治組織の代表者等20人程度
【テーマ】
　「現在の鶴岡市議会の議員定数についてどう考
　　えるか」
【傍　聴】
　傍聴を希望する方は、事前に議会事務局へご連
　絡ください。

　鶴岡市議会では、議会の運営等に関し、市民の
意見を広く聴取し、今後の議会運営等に反映させ
るため、「市議会モニター制度」を実施しています。
令和２年度のモニターを募集しますので、ぜひご
応募ください。

【募集人数】20人程度
【任　　期】１年。再任（１回）可。
【募集期限】令和２年３月19日（木）
【応募資格】
　満18歳以上の市民（市内の高等教育機関に在
籍する学生は、市外在住でも応募できます。）

【応募方法】
　応募用紙に必要事項を記入し、議会事務局へ
ご応募ください。応募用紙は市議会ホームペー
ジ又は議会事務局でお渡しします。
※その他詳細は、議会事務局及び各地域庁舎に設
置のチラシ又はホームページをご覧ください。

市議会モニターを
募集します
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本　会　議
（一般質問）
議会運営委員会

本　会　議
（一般質問）

本　会　議
（一般質問）

産 業 建 設
常任委員会

常任委員会
予　備　日

常任委員会
予　備　日

本　会　議
予算特別委員会

総　　　務
常任委員会

市 民 文 教
常任委員会

厚　　　生
常任委員会

議会運営委員会 予算特別委員会 本　会　議
（表決・閉会）

本　会　議
（開会・総括質問）

※各会議の開会時刻は午前10時です。
　午後にわたる場合は１時間程度の休憩をはさみ再開します。
※日程は変更される場合がありますので、ご了承ください。

12月定例会を傍聴された方から寄せ
られたご意見・ご感想（一部抜粋）を
紹介します。

・質問は、もっとはっきりとし
た口調で話してほしい。
・今回が初めての傍聴だったが、
もっと来なくてはいけないと
感じた。大変貴重な機会だっ
た。

〒997-8601  山形県鶴岡市馬場町9-25
電話  0235-25-2111　FAX  0235-25-2123
メールアドレス  gikai@city.tsuruoka.lg.jp

つるおか市議会だより　令和元年12月定例会号 16

議会を傍聴して
みませんか

編
集
後
記

請願・陳情 提出期限
2月25日㈫午後1時

 

予算特別委員会

（春分の日）

佐藤昌哉　本間正芳　長谷川剛　山田守　黒井浩之
佐藤博幸　　石井清則　　　石塚慶
（副議長）　  （委員長）　　（副委員長）

広報広聴委員会
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則

　市議会議員　渡辺洋井氏（74歳）が令和
元年12月16日に逝去されました。
　故渡辺議員は平成21年に初当選され、
在任中は、厚生常任委員会副委員長、予
算特別委員会副委員長等を務められ、市政の発展のために
ご尽力されました。
　ここに心から哀悼の意を表し、謹んでご冥福をお祈りい
たします。

渡辺洋井議員 逝去




